
平
成
二
十
年

度
第
二
回
役
員

会
は
、
十
一
月

十
四
日
（
月
）

午
後
五
時
か
ら
、

秋
田
市
の
シ
ャ

イ
ン
プ
ラ
ザ
平

安
閣
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
は
豊

口
祐
一
会
長
以

下
副
会
長
、
監

事
、
参
与
、
常

置
委
員
会
委
員

長
、
事
務
局
長
、

事
務
局
の
十
三
名
で
あ
っ
た
。

挨
拶
に
続
き
、
報
告
が
あ
り
、

次
い
で
議
事
に
入
っ
た
。
概
要
は

縁
あ
っ
て
副
会
長
と
し
て
四
年

八
か
月
、
会
長
代
行
二
か
月
、
平

成
二
十
年
八
月
十
七
日
の
総
会
で

昭
和
三
十
四
年
卒
豊
口
副
会
長
が

新
会
長
に
選
任
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
副
会
長
は
留
任
、
新
し
く
三
浦

氏
が
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
秋
田
中
学
に
昭
和
十
六
年

四
月
に
入
学
し
ま
し
た
。
手
形
の

校
舎
で
は
剣
道
・
柔
道
場
は
同
一

棟
板
戸
で
仕
切
ら
れ
、
隣
の
柔
道

場
か
ら
の
三
年
生
辻
良
一
氏
の
大

き
な
気
合
い
を
耳
に
し
な
が
ら
剣

道
部
一
年
生
の
私
は
稽
古
し
た
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
秋
田
高

校
に
お
世
話
に
な
り
創
立
八
十
周

年
・
九
十
周
年
・
百
周
年
記
念
各

行
事
等
を
教
職
員
と
し
て
体
験
、

昭
和
四
十
年
後
半
〜
五
十
年
前
半

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
辻
氏
と
校
務
上

連
絡
の
機
会
が
多
く
特
に
昭
和
五

十
年
代
後
半
か
ら
は
同
窓
会
副
会

長
と
な
ら
れ
た
辻
氏
と
は
お
会
い

す
る
機
会
が
増
え
い
ろ
い
ろ
ご
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
十
五
年

十
月
、
百
三
十
周
年
記
念
行
事
終

了
後
の
総
会
で
辻
氏
が
会
長
に

就
任
し
〝
同
窓
会
だ
よ
り
〞
で

の
挨
拶
文
に
、
平
成
六
年
の
会
則

改
正
（
全
員
会
費
制
等
）
に
つ
い

て
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
秋
高
Ｏ
Ｂ
で
経
済
界

の
名
士
と
し
て
長
年
母
校
の
各
種

行
事
等
に
協
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た

〝
思
い
〞
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。
現
役
の
実
業
人
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
各
種
団
体
の

要
職
に
関
係
さ
れ
て
お
ら
れ
た
超

多
忙
な
辻
会
長
で
し
た
が
、
同
窓

会
支
部
等
の
集
ま
り
に
は
事
情
の

許
す
限
り
出
席
さ
れ
る
の
で
、
私

は
こ
の
こ
と
は
〝
会
長
と
し
て
の

執
念
〞
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

秋
田
高
校
同
窓
会
の
財
政
に
つ
い

て
は
い
ろ
い
ろ
な
面
で
ご
配
慮
を

頂
き
ま
し
た
が
、
今
度
の
ご
病
気

の
時
も
平
成
十
九
年
度
会
費
納
入

者
数
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
こ

と
を
本
当
に
心
か
ら
喜
ん
で
お
ら

れ
ま
し
た
。
辻
さ
ん
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

昭
和
二
十
年
（
四
年
）
卒

副
会
長
　
山
谷
　
浩
二

次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
あ
い
さ
つ

豊
口
祐
一
　
会
長

会
長
就
任
後
初
め
て
の
役
員
会

と
な
る
。
就
任
後
九
月
か
ら
県
内

外
の
同
窓
会
に
出
席
し
た
が
皆
さ

ん
素
晴
ら
し
い
方
々
だ
っ
た
。
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

菊
谷
　
一
　
校
長

体
育
館
工
事
が
遅
れ
て
い
る
。

北
棟
は
十
二
月
に
工
事
が
完
了
し

そ
の
後
小
体
育
館
の
補
強
工
事
に

入
る
。
今
年
度
高
校
生
を
他
校
に

派
遣
す
る
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

り
本
校
か
ら
は
十
二
名
が
参
加
し
、

来
週
、
京
都
堀
川
高
校
で
授
業
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
後
期
総
合
学
習
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
能
力
を
高

め
る
た
め
に
佐
々
木
毅
杯
を
か
け

た
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

二
、
報
　
告

①
会
務
事
業
報
告
・
後
期
事
業

日
程
に
つ
い
て

仙
波
昭
彦
事
務
局
長
か
ら
十

一
月
十
四
日
ま
で
の
会
務
事
業

報
告
と
十
月
か
ら
の
後
期
事
業

日
程
説
明
が
な
さ
れ
た
。

②
常
置
委
員
会
報
告
（
各
委
員
長
）

・
企
画
委
員
会（
佐
々
木
博
良
）

当
番
年
次
は
五
と
六
の
つ
く

学
年
（
昭
三
十
五
〜
平
三
）

入
会
式
・
同
窓
会
活
動
の
活

発
化
に
つ
い
て
等

・
当
番
年
次
の
会
（
同
）
入
会

式
・
激
励
者
の
選
考
・
「
同

窓
会
だ
よ
り
」
協
賛
広
告
に

つ
い
て
等

・
財
政
委
員
会
（
速
水
洋
子
）

二
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算

（
案
）・
収
入
増
加
策
の
具
体

化
に
つ
い
て
等

・
名
簿
委
員
会
（
工
藤
雄
一
）

名
簿
状
況
報
告
・
名
簿
三
十

九
号
発
行
に
つ
い
て
等

・
広
報
委
員
会
（
高
島
清
子
）

「
同
窓
会
だ
よ
り
」
八
十
四

号
は
二
十
一
年
一
月
十
五
日

発
行
予
定
等

三
、
議
　
事

①
平
成
二
十
年
度
収
支
中
間
報
告

書
（
各
会
計
の
中
間
報
告
）

②
平
成
二
十
一
年
度
同
窓
会
運
営

上
の
諸
問
題
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地
球
に
衝
突
す
る
可
能
性
の
あ

る
物
体
は
「
地
球
近
傍
小
天
体
」

（
Ｎ
Ｅ
Ｏ
）
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ま

で
に
約
四
百
個
発
見
さ
れ
て
い
る

ら
し
い
が
、
正
確
な
実
態
の
把
握

に
は
到
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
▼

こ
の
十
五
年
以
内
で
地
球
に
最
も

接
近
し
た
Ｎ
Ｅ
Ｏ
は
、「
一
九
九

四
Ｘ
Ｍ
１
」
と
名
付
け
ら
れ
た
小

天
体
で
、
こ
れ
は
地
球
か
ら
十
五

万
五
千
キ
ロ
の
と
こ
ろ
を
掠
め
過

ぎ
て
い
る
。
地
球
と
月
の
間
の
三

分
の
一
以
下
の
距
離
だ
か
ら
、
大

宇
宙
の
な
か
で
は
ほ
と
ん
ど
衝
突

と
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
▼
全
米
天
文
学
協
会
は
、

西
暦
二
〇
二
八
年
十
月
二
十
六
日

の
午
後
五
時
三
十
分
に
、
直
径

一
・
五
キ
ロ
の
小
惑
星
が
地
球
に

大
接
近
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。

直
接
衝
突
す
る
可
能
性
は
小
さ
い

よ
う
だ
が
、
地
球
の
周
り
の
人
工

天
体
は
現
在
よ
り
も
さ
ら
に
多
く

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
何
ら

か
の
影
響
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
▼
六
千
万
年
前
、
地
球
上
を

跋
扈
し
て
い
た
巨
大
な
恐
竜
た
ち

は
一
個
の
小
天
体
の
衝
突
に
よ
っ

て
全
滅
に
追
い
込
ま
れ
た
。
人
類

が
ど
の
よ
う
な
形
で
衰
亡
し
て
い

く
の
か
想
像
は
つ
か
な
い
が
、
少

な
く
と
も
、
自
分
の
手
で
自
分
を

滅
ぼ
し
て
し
ま
う
よ
う
な
愚
だ
け

は
絶
対
に
避
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

堀川高(京都)に生徒派遣
佐々木杯コンテスト実施

－役員会で菊谷校長－

堀川高(京都)に生徒派遣
佐々木杯コンテスト実施

－役員会で菊谷校長－

〝
辻
先
輩
さ
よ
う
な
ら
〞


